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（
研
修
に
関
す
る
報
告
要
求
等
）

第
七
十
条
の
七

人
事
院
は
、
内
閣
総
理
大
臣
又
は
関
係
庁
の
長
に
対
し
、人
事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

前
条
第
一
項
の
計
画
に
基
づ
く
研
修
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
事
院
は
、
内
閣
総
理
大
臣
又
は
関
係
庁
の
長
が
法
令
に
違
反
し
て
前
条
第
一
項
の
計
画
に
基
づ
く
研
修
を
行

つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
是
正
の
た
め
必
要
な
指
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
一
条
第
三
項
中「（
第
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
）」を
削
り
、「
こ
れ
が
」
を

「
そ
の
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
第
一
項
中「（
第
一
号
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
）」を
削
り
、「
左
の
」
を「
次
に
掲
げ
る
」に
、「
こ

れ
が
」
を
「
そ
の
」
に
改
め
、
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

繰
り
上
げ
、
同
条
第
二
項
中「（
同
項
第
一
号
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
）」を
削
り
、「
に
当
る
」
を
「
を
行
う
」

に
改
め
、
第
三
章
第
五
節
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
能
率
の
増
進
に
関
す
る
要
請
）

第
七
十
三
条
の
二

内
閣
総
理
大
臣
は
、
職
員
の
能
率
の
増
進
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係

庁
の
長
に
対
し
、
国
家
公
務
員
宿
舎
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
十
七
号
）
又
は
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
執
行
に
関
し
必
要
な
要
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
幹
部
職
員
の
降
任
に
関
す
る
特
例
）

第
七
十
八
条
の
二

任
命
権
者
は
、
幹
部
職
員
（
幹
部
職
の
う
ち
職
制
上
の
段
階
が
最
下
位
の
段
階
の
も
の
を
占
め

る
幹
部
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
と
き
は
、
人
事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
幹
部
職
員
が
前
条
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
意
に
反
し
て
降
任
（
直
近
下
位
の
職
制
上
の
段
階
に
属
す
る
幹
部

職
へ
の
降
任
に
限
る
。）を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
幹
部
職
員
が
、
人
事
評
価
又
は
勤
務
の
状
況
を
示
す
事
実
に
照
ら
し
て
、
他
の
官
職
（
同
じ
職
制
上
の

段
階
に
属
す
る
他
の
官
職
で
あ
つ
て
、
当
該
官
職
に
対
す
る
任
命
権
が
当
該
幹
部
職
員
の
任
命
権
者
に
属
す
る

も
の
を
い
う
。
第
三
号
に
お
い
て
「
他
の
官
職
」
と
い
う
。）を
占
め
る
他
の
幹
部
職
員
に
比
し
て
勤
務
実
績
が

劣
つ
て
い
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
場
合

二

当
該
幹
部
職
員
が
現
に
任
命
さ
れ
て
い
る
官
職
に
幹
部
職
員
と
な
り
得
る
他
の
特
定
の
者
を
任
命
す
る
と
仮

定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
他
の
特
定
の
者
が
、
人
事
評
価
又
は
勤
務
の
状
況
を
示
す
事
実
そ
の
他
の
客
観

的
な
事
実
及
び
当
該
官
職
に
つ
い
て
の
適
性
に
照
ら
し
て
、
当
該
幹
部
職
員
よ
り
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
る
こ
と

が
十
分
見
込
ま
れ
る
場
合
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
場
合

三

当
該
幹
部
職
員
に
つ
い
て
、
欠
員
を
生
じ
、
若
し
く
は
生
ず
る
と
見
込
ま
れ
る
他
の
官
職
に
つ
い
て
の
適
性

が
他
の
候
補
者
と
比
較
し
て
十
分
で
な
い
場
合
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
若
し
く

は
他
の
官
職
の
職
務
を
行
う
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
い
て
当
該
幹
部
職
員
が
当
該
他
の
官
職
に
現
に
就
い
て
い

る
他
の
職
員
よ
り
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
十
分
見
込
ま
れ
る
場
合
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
要
件

に
該
当
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、
転
任
さ
せ
る
べ
き
適
当
な
官
職
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
幹
部
職
員
の

任
用
を
適
切
に
行
う
た
め
当
該
幹
部
職
員
を
降
任
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
場
合
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
そ

の
他
の
場
合

第
八
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
五

項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
中
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下

げ
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

２

人
事
院
は
、
国
家
行
政
組
織
に
関
す
る
法
令
の
趣
旨
に
従
い
、
及
び
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
分
類
の

基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
、
か
つ
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
会
計
検
査
院
及
び
人
事
院
の
職
員
の
職
務
の
級
の
定
数

を
設
定
し
、
又
は
改
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
の
二
中
「
前
条
第
十
一
項
」
を
「
前
条
第
十
二
項
」
に
、「
こ
れ
ら
」
を
「
第
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
そ

の
者
が
受
け
る
号
俸
に
応
じ
た
額
又
は
同
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
第
二
項
及
び
第
十
条
の
三
第
一
項
中
「
管
理
職
員
」
を
「
管
理
監
督
職
員
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
三
第
一
項
中
「
管
理
職
員
若
し
く
は
」
を
「
管
理
監
督
職
員
若
し
く
は
」
に
、「
管
理
職
員
等
」を「
管

理
監
督
職
員
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
管
理
職
員
等
」
を
「
管
理
監
督
職
員
等
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
八
第
二
項
中
「
管
理
職
員
等
」
を
「
管
理
監
督
職
員
等
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
項
第
六
号
及
び
第
七
号
中「（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
管
理
監
督
職
員
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、「
管
理

監
督
職
員
に
」
を
「
同
項
に
規
定
す
る
人
事
院
規
則
で
定
め
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
に
あ
る
職
員
に
」に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
中「（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）」を
削
る
。

第
百
六
条
の
八
第
一
項
中
「
役
職
員
」
の
下
に
「
又
は
自
衛
隊
員
と
し
て
の
前
歴
」
を
加
え
、「
を
除
く
。）と
し
て

の
前
歴
」
を
「
と
し
て
の
前
歴
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。

第
百
六
条
の
十
第
三
号
中
「
役
職
員
」
の
下
に
「
又
は
自
衛
隊
員
」
を
加
え
る
。

第
百
六
条
の
十
四
第
五
項
中
「
役
職
員
」
の
下
に
「
又
は
自
衛
隊
員
と
し
て
の
前
歴
」
を
加
え
、「
を
除
く
。）と
し

て
の
前
歴
」
を
「
と
し
て
の
前
歴
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。

第
百
八
条
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
人
事
院
規
則
の
制
定
改
廃
に
関
す
る
職
員
団
体
か
ら
の
要
請
）

第
百
八
条
の
五
の
二

登
録
さ
れ
た
職
員
団
体
は
、
人
事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職
員
の
勤
務
条
件
に

つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
人
事
院
に
対
し
、
人
事
院
規
則
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す
る
こ
と
を
要

請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
事
院
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、そ
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
こ
の
法
律
」
の
下
に「（
第
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
八
条
第
一
項
を
除
く
。
第
七
号
に
お
い

て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
六
条
第
三
項
中「（
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
除
く
。）」
を
削
り
、「
職
務
の
級
」
の
下
に「（
指
定

職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
同
表
に
定
め
る
号
俸
）」を
加
え
る
。

第
六
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
条
の
二

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
会
計
検
査
院
及
び
人
事
院
の
職
員
を
除
く
。）の
号
俸
は
、

国
家
行
政
組
織
に
関
す
る
法
令
の
趣
旨
に
従
い
、
及
び
前
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
分
類
の
基
準
に
適
合
す
る

よ
う
に
、
か
つ
、
予
算
の
範
囲
内
で
、及
び
人
事
院
の
意
見
を
聴
い
て
内
閣
総
理
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

決
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
職
員
の
適
正
な
勤
務
条
件
の
確
保
の
観
点
か
ら
す
る
人

事
院
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。

２

会
計
検
査
院
及
び
人
事
院
の
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
号
俸
は
、
国
家
行
政
組
織
に
関
す
る
法

令
の
趣
旨
に
従
い
、
及
び
前
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
分
類
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
、
か
つ
、
予
算
の
範

囲
内
で
、
及
び
人
事
院
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
決
定
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
人
事
院
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
改
め
、「
範
囲
内
で
」
の
下
に
「
、
及
び
人
事
院
の
意
見

を
聴
い
て
」
を
、「
定
数
」
の
下
に「（
会
計
検
査
院
及
び
人
事
院
の
職
員
の
職
務
の
級
の
定
数
を
除
く
。）」
を
加
え
、

同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
職
員
の
適
正
な
勤
務
条
件
の
確
保
の
観
点
か
ら
す
る
人
事
院
の
意

見
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。
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